
自由民主党への要請

公明党への要請

大
間
原
子
力
発
電
所
建
設
無
期
限
凍
結
を
求
め
、各
政
党
へ
の
要
請
活
動
を
実
施

大
間
原
子
力
発
電
所
建
設
の
無

期
限
凍
結
を
求
め
る
た
め
、
函
館

市
議
会
議
員
団
と
し
て
、
各
会
派

代
表
者
に
よ
る
、
自
由
民
主
党
、

公
明
党
、
民
主
党
、
日
本
共
産
党

へ
の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

各
党
へ
の
要
請
に
際
し
、
こ
れ

ま
で
の
大
間
原
子
力
発
電
所
建
設

に
か
か
わ
る
経
過
、
昨
年
の
建
設

工
事
再
開
の
経
過
、
モ
ッ
ク
ス
燃

料
や
活
断
層
の
問
題
、
函
館
市
と

大
間
町
と
の
近
さ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
ほ
か
、
函
館
市
議
会

全
会
派
に
よ
る
超
党
派
の
要
請
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
大
間
原
子

力
発
電
所
建
設
の
無
期
限
凍
結
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

要
請
日
　

　

・
平
成
25
年
2
月
21
日
㈭

要
請
者
　

　

・
函
館
市
議
会　

　
　
　
　

副
議
長　

板
倉　

一
幸

　

・
市
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

会
長　
　

吉
田　

崇
仁

　
　
　
　

幹
事
長　

佐
古　

一
夫

　

・
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

会
長　
　

福
島　

恭
二

　
　
　
　

幹
事
長　

斉
藤
佐
知
子

　

・
公
明
党

　
　
　
　

幹
事
長　

松
宮　

健
治

　

・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

幹
事
長　

佐
々
木
信
夫

　

・
日
本
共
産
党

　
　
　
　

幹
事
長　

紺
谷　

克
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

勝
美

要
請
先
　

　

・
自
由
民
主
党

　
　
　

塩
崎　

恭
久
衆
議
院
議
員

　
　
　

前
田　

一
男
衆
議
院
議
員

　

・
公
明
党

　
　
　

横
山　

信
一
参
議
院
議
員

　
　
　

佐
藤　

英
道
衆
議
院
議
員

　

・
民
主
党

　
　
　

横
路　

孝
弘
衆
議
院
議
員

　
　
　

中
川　

正
春
衆
議
院
議
員

　
　
　

荒
井　
　

聰
衆
議
院
議
員

　

・
日
本
共
産
党

　
　
　

紙　
　

智
子
参
議
院
議
員

　
　
　

大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員

　
　
　

笠
井　
　

亮
衆
議
院
議
員

内
　
容

　

自
由
民
主
党

大
間
原
発
の
問
題
は
、
よ
く

地
元
と
相
談
を
し
て
、
国
、
政

府
が
最
終
的
に
決
断
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
原
子
力
規
制

委
員
会
が
良
い
か
ら
と
い
っ
て

す
ぐ
稼
働
と
は
な
ら
な
い
。

今
、
活
断
層
の
問
題
な
ど
調
査

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
最

終
結
論
を
出
す
の
か
よ
く
見
な

が
ら
、
最
後
は
政
治
が
地
元
の

声
を
聞
き
な
が
ら
決
め
る
。

大
間
原
発
の
建
設
は
、
青
森

の
問
題
だ
と
こ
ち
ら
で
は
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
要
請

は
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と

で
、
函
館
市
議
会
初
と
な
る
超

党
派
で
の
行
動
の
重
み
を
し
か

と
受
け
止
め
た
い
。

　

公
明
党

函
館
市
、
函
館
市
議
会
が
電

源
開
発
に
対
し
、
地
元
の
意
見

を
聞
く
こ
と
や
説
明
を
求
め
て

い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

う
し
た
こ
と
が
一
切
な
い
ま
ま

建
設
再
開
に
踏
み
切
っ
た
こ
と

は
非
常
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ

る
。
函
館
市
議
会
を
は
じ
め
渡

島
管
内
の
各
議
会
で
も
意
見
書

が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
一
昨
日
も

渡
島
管
内
の
首
長
や
議
会
関
係

者
も
見
え
ら
れ
る
な
ど
、
公
明

党
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。

　

民
主
党

新
規
の
原
発
を
作
れ
ば
使
用

済
み
燃
料
の
捨
て
場
が
な
く
な

る
。
大
間
だ
け
で
は
な
く
日
本

全
体
の
原
発
を
ど
う
す
る
か
考

え
る
上
で
非
常
に
大
事
な
問
題

で
あ
る
。
大
間
の
問
題
は
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
間
原
発
は
世
界
初
の
フ
ル

モ
ッ
ク
ス
の
原
発
で
制
御
が
難

し
く
、
活
断
層
の
話
も
あ
る
の

で
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

避
難
計
画
が
な
い
原
発
は
稼
働

さ
せ
な
い
と
い
う
相
当
高
い

ハ
ー
ド
ル
の
安
全
基
準
を
作
る

の
で
は
な
い
か
。
大
間
原
発
は

軽
水
炉
で
は
な
く
重
水
炉
で
作

る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
採
算
が

合
わ
な
い
と
し
て
軽
水
炉
に
戻

し
た
経
緯
が
あ
り
、
原
子
力
規

制
委
員
会
で
も
同
様
の
話
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
共
産
党

電
源
開
発
は
原
発
の
実
績
が

な
い
。
今
こ
こ
に
き
て
わ
ざ
わ

ざ
危
な
い
原
発
を
作
る
必
要
は

な
い
。
た
だ
反
対
と
言
う
の
で

は
な
く
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
考
え
て
い
る
等
の
展
望

を
示
し
な
が
ら
撤
退
の
方
向
に

向
け
て
い
き
た
い
。

大
間
原
発
は
、
無
期
限
凍
結

ど
こ
ろ
か
断
念
す
べ
き
で
あ

る
。
下
北
側
と
北
海
道
側
の
市

町
村
同
士
が
ぶ
つ
か
る
の
は
い

い
話
で
は
な
い
。
北
海
道
と
青

森
県
で
話
し
合
い
の
場
を
持
つ

と
か
、
国
が
北
海
道
の
意
見
を

聞
く
形
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

福
島
第
一
原
発
事
故
が
収
束

し
て
い
な
い
状
況
で
、
新
た
に

原
発
を
作
る
こ
と
は
論
外
で
あ

る
。
初
の
超
党
派
で
の
行
動
、

オ
ー
ル
函
館
の
思
い
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
国
会
で
も
超
党

派
で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

※�　

今
回
の
要
請
を
通
し
て
、
意

見
交
換
の
中
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た

が
、
特
に
市
議
会
全
会
派
、
超

党
派
で
の
要
請
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
各
政
党
と
も
に
重
く

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
議
会
に

よ
る
要
請
活
動
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

※�　

詳
細
は
函
館
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

は こ だ て 市 議 会 だ よ り 平成25年4月19日発行
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